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（行方市）なめがた市民100人委員会「第１回委員会」議事メモ 

分科会 第 5分科会（情報発信で日本一プロジェクト） 

コーディネーター 前田真（清水町企画課長） 

ナビゲーター なし 

説明担当者（自治体） 企画政策課 １名 

日時 2020年 9月 26日（土） 15 時 10分から 16時 10分 

場所 レイクエコー 音楽視聴覚室 

その他 参加者数 ７名 欠席者数 ９名 

 

趣旨・概要 

 

 ・自己紹介 

 ・なめテレについて意見交換 

 

総括 

分科会 会長総括 

⮚ なし 

 

コーディネーター総括 

⮚ なし 

 

協議の流れ 

１ 自己紹介 

コ：今日は初めての顔合わせなので、行方市の良いところや、私（コーディネーター）に行方市

のこんなところあるよという話を含めながら、自己紹介をしていただこうと思う。 

■自己紹介内容 

氏名、住んでいる地域、仕事など何をしているか、情報発信について、行方市の自慢やここに行

ったほうがよいなど 

 

構：構想日本です。千葉県の鴨川市の職員だが、研修派遣として構想日本に来ている。鴨川市

は、行方市と面積や、高齢者が多いところ、車社会なところなどが似ている。情報発信につ

いて、鴨川から東京に来てみると、みんな通勤中にスマホを見ている。ツイッターや

Facebook をやりながら、通勤の時間を、情報収集や発信に充てているなと感じた。今回

の会議も、構想日本のスタッフがツイッターで「やっているよ」という発信をした。みなさん、

スマホの方は構想日本のツイッターや Facebook を「いいね！」してくれたらうれしい。私

は千葉の宣伝をさせてもらうと、南房総市に和田というところがあるが、そこではクジラを

とっている。そこにある「鯨のたれ」がおすすめなので、是非食べてみてほしい！ 

 

市：企画政策課です。４年前に東京の研修に行った際、コーディネーターの前田さんが講師だっ

た。今回、前田さんが来てもらえるということで、同じ班にさせてもらえるよう希望した。私

は白浜地区生まれ。今回は、皆さんにいろんな話をしていただいて、言いにくいことどんど

ん話してもらえればと思います。行方市のおいしいもの、酒のつまみになるが、やっぱり白

魚はおいしい。あとは葉生姜に味噌をつけて食べるのが好き。 
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２ 意見交換（なめテレについて） 

 

コ：ここに来る前に、行方は情報発信に力をいれている町だと聞いた。なめテレでしたっけ？そ

うした取り組みは北海道十勝にはなく、自治体がテレビ電波を持ち、発信しているのは先

進的なことだと思った。 

 

委：ただ、地域によってはまだ見られないところがある。 

 

委：同じ番組ばかりで見たことない。見たいと思わない。 

 

委：たまたま見た時があったが、つまらなかった。小中学校の子どもたちに取材してもらったり

するのはいいんじゃないかな。 

 

委：企画はいっぱいやっている。うちにも来てもらった。とにかく全体的に、なめテレ自体知られ

てない。 

 

委：たまに見るが、まだ映らない箇所がある。 

 

委：映るところは何年も前から見ていて、まだ映らないところがある。 

 

委：母屋の方は映っていて、離れが映らない。設定方法がわからないから見ないという人がいる

と思う。 

 

コ：先進事例なので、補助金とかもらいながら結構なお金をかけてやっていると思うが、自己紹

介でなめテレのことが何にも出てこなかったなと感じた。 

 

委：違うところにお金をかけてほしいとか思う。 

 

委：防災情報だったら防災無線で事足りる。 

 

コ：清水町は一軒一軒に防災無線がある。レコーディング機能もある。災害が起こった際は、全

部に流れるようになっている。 

 

委：一軒一軒が離れているからということもありますね？ 

 

コ：スマートフォン使っている人手を挙げてもらってもいいですか？（スマホを持っている人：６

名） 

 

コ：スマートフォンの中でSNS、ツイッターとかやっている人どのくらいいますか？（SNS をやっ

ている人：３名） 

 

コ：お友達や子供と LINEやっている方はいますか？本当は、今後皆さんで LINEグループを作

ってやりとりしようとも考えていたが、７人中２人が使えないのでやめましょう。ちなみに、

最初からお互いに顔見知りだった人はどのくらいいますか？（知り合いだった人：２名） 

 

コ：あまりにも行方の知名度がないのではないかなどの「外向けの発信」の話と、防災など行政

から私が知りたい情報が伝わっていないなどの「うち向けの発信」の話の２つある。次回以

降からは、外向けの情報発信のやり方や市内向けの情報発信の仕方について、こんな風に

してくれたらうまくいくのにな、自分だったらこう関われるのにな、という話をしていく。 

第２回はいろいろな話を言っていただきたいなと思っている。たくさん自分の思っている
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ことを正直に言える環境を作りたい。宜しくお願い致します。 

 

 

■写真 

・ホワイトボードの写真は今回はなし） 

 

 
 

 

 


